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LMH7324高速コンパレータ 
評価ボード

ご注意：日本語のアプリケーション・ノートは参考資料として提供しており、内容が
最新でない場合があります。製品のご使用に際しては、必ず最新の英文アプ
リケーション・ノートをご確認ください。

概要
本ボードは、RSPECL出力付き LMH7324クワッド・コンパ
レータのデモボードです。ウィンドウ検出器として設定さ
れている LMH7324 の評価がしやすくなります。このボー
ドで入力信号のレベルを検出し、それを 3 ビットで表現し
ます。各ビットは、信号がウィンドウの最小レベル未満を
示すビット、ウィンドウの最大レベルを超えていることを
示すビット、ちょうどウィンドウ内に収まっていることを
示すビットです。これらの 3 つの出力はすべてボードの端
に取り付けられた SMA コネクタに送出されます。出力ト
ラックのインピーダンスは 50Ω のため、これらの信号は
50Ω同軸ケーブルを使用してどのようなオシロスコープま
たはアナライザへも接続が容易です。LMH7324の各コンパ
レータには、入出力回路に個々の正の電源があり、負の電
源はすべての入出力回路に共通です。この設定は最小電源
電圧± 2.5Vとして機能し、ウィンドウ電圧の中央値はGND
です。正の供給電圧 1 つだけが設定されているときは、両
方の正の電源間にジャンパー J1 (Figure 7を参照 )が必要に  
なります。入力と出力にそれぞれ別の電源が必要になるか
どうかを調べるには、ジャンパーを外して電源を余分に接
続してみる必要があります。

基本動作

基準レベル

1枚の LMH7324のボードは、4つのコンパレータで構成さ
れています。 2つの基準レベルは抵抗 4つとキャパシタ 2つ 
(R3、R6、R7、R9、C9、C12。Figure 7を参照 )で生成され 
ます。‘ref high’レベルは、グラウンド・レベルを基準にし 
た正の電圧、‘ref low’レベルは、グラウンド・レベルを基 
準にした負の電圧です。入力コネクタ (con2)もグラウンド
を中心にしています。つまり、入力における AC 信号は基
準レベルの中心であるグラウンド・レベルの上下を変化し
ます。

コンパレータ

コンパレータ Bと Cは、ウィンドウ検出器を構成していま
す。それに対して、コンパレータ Aは、入力電圧が正の方
向に‘ref high’電圧を超えていることを示すレベル検出器 
です。コンパレータ Dは、負の方向に‘ref low’電圧を超 
えていることを示すレベル検出器です。出力は、50Ω ト
ラックを経由して 50Ωコネクタに接続されています。これ
らの 3つの出力は、Table 1に示すようにすべてアクティブ 
Lowです。

ウィンドウ検出器出力は、コンパレータ Bと Cの両方の Q
出力を組み合わせたものをOR演算して構成されます。 ECL 
(Emitter Coupled Logic)構成の出力は結線により OR演算回  
路にすることができます。全体の真理値表を Table 2に示し 
ます。

出力

どの出力にも Qと Qの接続があり、VEEピンに接続された
抵抗により両方の出力がアクティブになります。ECL出力
は、出力段のエミッタから電流が流れるとアクティブにな
ります。これは、VCCOより 2V下回る「終端電圧」(VT)に
抵抗を接続することで実現します。VTソリューションを使
用するときは、出力抵抗はいずれも 50Ωである必要があり
ます (R1、R2、R4、R5、R10、R11、R12)。最も負方向の値
の大きい電源に抵抗を接続する方法もあります。VEE に接
続するときは、その抵抗値は、データシートに記載された
通常動作の条件に準拠する電流を発生させるものである必
要があります。このデモボードには、VCCO用電源 5Vが設
計されています。VEE には 240Ω の抵抗が接続されていま
す (R4＝ 360Ω。R1、R2、R5、R10、R11、R12＝ 240Ω)。
VCCO を 12V に上げた場合は、VEE への出力抵抗はすべて
500Ω 抵抗に置き換える必要があります。ただし、R4 は
750Ω にする必要があります。3 つの出力信号は、50Ω ト
ラックならびに並列接続されたキャパシタとジャンパーで
接続されています。ここで、出力信号を DC結合にするか、
AC結合にするかを選択する必要があります。DC結合出力
の場合は、接続した 50Ω入力インピーダンスを持つオシロ
スコープやアナライザに余分な DC 電流の流入を発生させ
るオフセット電圧に注意してください。

供給電圧

本デモボードは、簡単な± 2.5Vの 2電源で動作します。出
力電圧は約 1.35Vと 1.0Vで、LVDSと RSPECLレベルに準
拠しています。電源が＋ 5Vの単一電源の場合は、出力レベ
ルは 3.85Vと 3.5Vで、RSPECLレベルにのみ準拠していま
す。単一電源構成の場合は、検出ウィンドウが VEE レベル
から開始することに注意してください。この VEE レベルは
実際には、グラウンド・レベルです。LMH7324はグラウン
ドを検出しますが、この構成で、入力信号はグラウンド・レ
ベル以下では 200mV 以上広がりません。いずれのコンパ
レータも VCCI、VCCO、VEEの接続は単独接続です。供給ピ
ンはグラウンド・プレーンに対して 10nFの小さなキャパシ
タンス値でデカップリングされています。出力は VCCOを基
準にしているため、出力抵抗はこの供給ピンとデカップリ
ングされています。より低い周波数でのデカップリングに
は、電圧コネクタ (con5) に 47μF キャパシタが入れられま
す。VCCIと VCCOがいずれも正電源電圧で値が同じときは、
それらはジャンパー (J1)で短絡されます。

TABLE 1.   Four Comparators Output

VIN QA QB QC QD

High 0 1 0 1

In Window 1 0 0 1

Low 1 0 1 0

TABLE 2.   Truth Table

VIN Con1 Con3 Con4

High 0 1 1

In Window 1 0 1

Low 1 1 0
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レイアウトの考慮事項
レイアウトは、4層のボードを使用して 50Ωの小さな値の
トラックで行われているので、コンパクトなデザインに
なっています。このようなトラックの使用により配線が楽
で、しかも小さな部品の接続がしやすくなる利点がありま
す。同時に電源の配線長とその数も軽減できるとともにこ
れらの電源へのデカップリングも容易でストレートに行え
ます。信号の配線は最上位層と最下位層で行われているた
め、それらの測定も容易です。

測定上のヒントと測定結果
測定はテスト対象のボードにオシロスコープまたはアナラ
イザを接続して出力コネクタで行います。出力は 50Ω負荷
をドライブできます。本ボードでは、出力を DC結合あるい
は AC結合できます。DC結合を使用する際は、出力信号上
の DCオフセット電圧に注意してください。VCCOの高電圧
作業時は、装置の出力段あるいは入力インピーダンスを損
なう可能性があります。以下の図は、どのような信号が表
示されるかを示すサンプルの測定結果です。それぞれ異な
る周波数と波形で測定しています。最初の 3 つの測定例で
は、5MHzの周波数と鋸波形を使用しています。電源電圧は
＋ 2.5Vと－ 2.5Vです。これは両方のスレッショルドがいず
れも同じ約 50mV であることを示しています。この 3 例で
は、Figure 1 は入力信号が上限のみ超えており、Figure 2 は  
入力信号が下限のみ超えています。Figure 3の波形は、入力 
信号が上限も下限もウィンドウの範囲を超えています。

FIGURE 1.   5 MHz Crossing Upper Level

FIGURE 2.   5 MHz Crossing Lower Level

FIGURE 3.   5 MHz Crossing Whole Window
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高周波数を使用するほどパルスが短くなります。特に正弦
波使用時にそれが顕著で、ウィンドウ・レベルよりはるか
上に上昇します。この状況では、信号がウィンドウ・レベ
ルの間にある時間が非常に短くなります。これは遷移時に
正弦波の dV/dtが最大になるためです。Figure 4～ 6に正弦 
波を使用した測定結果を示します。Figure 4 では、10MHz 
正弦波が使用されており、ウィンドウの上限と下限のレベ
ルをわずかに超えています。これによって“above window”、 
“below window”、“in window”の検出信号のパルス幅をどの  
程度にすればよいかの目安がつきます。入力信号はスレッ
ショルド・レベルを緩やかに超え、オーバードライブも低
いのですが、発振が見られないため、ヒステリシスを増や
すことで対応できます。周波数が同じで振幅がかなり大き
い信号を使用する場合は、Figure 5に見られるようにウィン 
ドウと交差している時間が極めて短くなります。“in
window”の検出信号の周波数は、入力信号の周波数の倍に
なっていることに注意してください。また、このウィンド
ウ・レベルの間にある時間が非常に短く、この例では、
227MHz (図のマーカーを参照 )の 1周期に相当します。こ 
れは、“in window”の検出信号が 3 つの検出信号の中でも 
最も周波数の限界値の影響を受けやすく、最初に問題に遭
遇することを意味します。Figure 6の設定では、入力周波数 
100MHz とともにウィンドウ・レベルで非常に大きなオー
バードライブを使用しています。その結果、検出信号の“in
window”は非常に小さなパルスになり、1.05GHz 信号の 1
周期に相当する幅になります (図のマーカーを参照 )。これ
らの信号はいずれも 4 チャネル・オシロスコープに 1m の
ケーブルを接続して測定したものです。チャネルはすべて
AC結合で、50Ω終端してあります。

FIGURE 4.   10 MHz Just Above Thresholds

FIGURE 5.   10 MHz Far Above Thresholds

FIGURE 6.   100 MHz Far Above Thresholds
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ボード回路

FIGURE 7.   Schematic Diagram
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ボード・レイアウト

FIGURE 8.   Top Side

FIGURE 9.   Bottom Side
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ボード・レイアウト (つづき )

FIGURE 10.   Mid Layer 1

FIGURE 11.   Mid Layer 2
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2007 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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